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思いやりでたかめよう　京都の交通マナ

ー
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つ
な
ぎ
資
金
を
支
給

最
高
5
0
万
円
(
1
口
)
の
見
舞
金

不
幸
に
し
て
火
災
に
あ
っ
た
時
に
、
当
面
の
生
活
つ
な
ぎ
資
金

を
支
給
し
て
被
災
者
の
救
済
を
図
る
「
宇
治
市
火
災
共
済
制
度
」

が
、
十
二
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
一
口

五
百
円
（
年
間
）
の
共
済
会
費
で
、
一
万
円
か
ら
五
十
万
円
の
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
今
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
受

け
付
け
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
三
十
日
（
日
）
か
ら
は
市
内
各
地
域

で
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
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今
月
2
4
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

市
内
で
五
十
七
年
度
中
に
発
生

し
た
火
災
の
件
数
は
五
十
四
件
、

損
害
見
積
額
も
約
一
億
二
千
万
円

に
の
ぼ
っ
て
い
車
ｙ
。
建
物
や
生

活
環
境
の
都
市
化
に
伴
い
、
今
後

も
火
災
の
被
害
は
増
え
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
シ
し
た
こ
と
か
ら
、
不
幸
に

し
て
火
災
に
あ
っ
た
時
に
、
当
面

の
牛
居
資
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度

の
設
置
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
す
で
に
実
施
し

▲災害は不意にやってくる（家族ぐるみで防火に努めましょう）

て
い
未
’
ｙ
交
通
災
害
共
済
と
同
様
、

市
民
相
互
の
助
設
い
を
基
本
と

し
た
「
火
災
共
済
制
度
」
を
府
内

で
初
め
て
咎
雫
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
共
済
は
、
市
内
に
住
む
世

帯
主
で
、
居
住
し
て
い
る
建
物
で

あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
共
済
会
費
は
年
間
一
口
五
百

円
で
、
ニ
ロ
ま
で
加
入
1
策
す
。

火
災
で
被
害
が
出
た
場
合
は
、
被

害
の
程
度
に
よ
り
Ｉ
ロ
に
つ
三

万
円
（
ふ
ろ
の
空
だ
き
）
か
ら
五

十
万
円
（
全
焼
）
ま
で
六
ラ
ン
ク

に
分
け
て
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

会
費
は
年
間
5
0
0
円
(
1
口
)

▼
加
入
資
格
者
…
市
内
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
「
世
帯
主
」
と
し

て
記
録
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
持
家
の
人
は
も
ち

ろ
ん
借
家
（
ア
パ
ー
ト
、
社
宅
、

間
借
）
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
▼

共
済
期
間
・
：
毎
年
十
二
月
一
日
か

ら
翌
年
の
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

一
年
間
。
中
途
加
入
も
で
き
、
十

二
月
一
日
以
降
に
申
し
込
み
を
さ

れ
た
人
は
、
申
し
込
み
さ
れ
た
日

の
翌
日
か
ら
翌
年
の
十
一
月
三
十

日
ま
で
有
効
で
す
▼
会
費
上
世

出張受付日程（表①）

帯
に
つ
い
て
、
一
年
間
一
口
五
百

円
で
ニ
ロ
（
千
円
）
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。
持
家
、
借
家
、
建
物
の
評

価
額
、
世
帯
人
数
な
ど
に
関
係
な

く
、
ど
の
世
帯
戈
晋
は
同
額
。

中
途
加
入
の
場
合
は
、
日
割
計
算

し
毒
ｙ
▼
加
入
の
申
し
込
み
…
①

常
時
受
付
・
・
小
月
二
十
四
日
（
月
）

か
ら
市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

か
際
く
）
と
市
役
所
交
通
労
政
課

の
窓
口
で
②
出
張
受
付
・
・
・
十
月
三

十
日
（
日
）
か
ら
干
一
月
二
十
四
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
市
内
各
地
域
で

行
い
ま
す
（
表
①
）
▼
共
済
の
対
象

と
な
る
火
災
事
故
…
会
員
が
現
に

居
住
し
て
い
る
建
物
の
火
災
で
、

消
防
署
が
被
害
を
確
認
し
た
場
合
。

一
部
消
失
、
消
化
活
動
に
よ
る
三

〇
財
宝
の
冠
水
ま
た
は
損
壊
、

ふ
ろ
の
空
だ
き
事
故
も
含
み
ま
す

▼
共
済
の
対
象
と
な
ら
な
い
火
災

事
故
・
：
門
、
へ
い
、
垣
な
ど
の
エ

作
物
、
居
住
建
物
か
ら
独
立
し
た

物
ほ
、
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の
付
属
建

物
、
マ
ン
シ
ョ
ン
。
共
同
住
宅
の

廊
下
、
階
段
な
ど
の
共
用
部
分
の

ヽ
火
災
事
故
。
ま
た
、
原
因
が
会
員

お
よ
び
同
居
の
親
族
の
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
に
よ
る
と
き
な
ど

▼
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
・
・
火

災
が
発
生
し
て
か
ら
一
年
以
内
▼

共
済
見
舞
金
・
・
・
被
害
の
程
度
に
応

じ
て
、
一
口
に
つ
き
最
低
一
万
円

（
ふ
ろ
の
空
だ
き
）
か
ら
最
高
五

十
万
円
（
全
焼
）
ま
で
（
表
②
）
▼
共

済
見
舞
金
の
請
求
方
法
・
・
・
①
火
災

が
生
じ
る
と
（
ふ
ろ
の
空
だ
き
も
）

た
だ
ち
に
消
防
署
（
豊
一
一
九
番
）

へ
連
絡
奪
息
②
消
防
署
に
よ
る

被
害
の
笥
常
受
け
た
後
、
消
防

署
で
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
③
り
災
証
明
書
、
会
員
証
兼
領

収
書
、
印
鑑
夕
痔
つ
て
交
通
労
政

課
ま
で
。

Ｂ
ｆ
－
。
他
の
火
災
保
険
や
共
即

済
制
度
に
加
入
し
て
い

る
場
合
で
も
、
宇
治
市
火
災
共

済
か
ら
見
舞
金
は
支
給
し
て
も

ら
え
求
ふ
。

他
の
火
災
保
険
な
ど
答

に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
見
舞
金
は
支
給
し
ま

す
。―

住
民
登

臍
録
で
は
私

が
世
帯
主
で
す
が
、

建
物
の
名
義
は
父

に
な
っ
て
い
未
了
。

だ
れ
の
名
前
で
申

し
込
み
か
チ
る
の

で
し
ょ
シ
司

世
帯
主
答

で
あ
る
あ

な
た
の
名
前
で
申

し
込
み
を
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

一
戸
建
て
の
建
物
に
、

問
私
た
ち
夫
婦
と
父
夫
婦

が
住
み
、
住
民
登
録
も
二
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
口
ま
で

加
入
で
吾
手
か
。

二
世
帯
と
し
て
届
出
答

を
し
て
い
る
場
合
は
ヽ

一
つ
の
建
物
に
住
ん
で
お
β
れ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
主
が

加
入
で
き
ま
す
。
一
世
帯
ニ
ロ

が
限
度
で
す
の
で
、
合
計
四
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

ｏ
ｒ
？
私
は
借
家
夕
痔
っ
て
Ｉ
’

い
ま
で
が
ヽ
そ
の
家
の

火
災
に
備
え
て
市
の
火
災
共
済

に
加
入
で
き
ま
す
か
。

答
問い合わせは交通労政課まで

市
の
火
災
共
済
の
対

象
は
、
現
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
建
物

の
火
災
で
す
の
で
、

こ
の
場
合
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
借
家
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
人

は
加
入
で
き
ま
す
。

―
私
は
近

ｍ
く
転
居
す

る
予
定
で
す
が
、

こ
の
場
合
の
こ
と

を
教
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
し
込
み
後
に
市
内
答

に
転
居
さ
れ
る
場
合
は
｀

転
居
後
の
建
物
に
つ
い
て
効
力

が
あ
り
ま
す
が
、
市
外
へ
転
出

さ
れ
る
場
合
は
そ
の
時
点
で
効

力
が
な
く
な
り
ま
す
。

（
こ
の
ほ
か
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
交
通
労
政
課
ま
で
）
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日 受付会場 受付時間 受付会場 受付時間

10／30⑨ 宇治ショップセンター・ｒ－前ｉｏ時～正乍午後1ＩＶ－4時黄槃新生市場 午｜削○時～正ｙ午麦4時～Ｌ時

31 月 六地蔵公会堂
午ｒＰｉｌＯ時－正午

御蔵山集会所

午筏！時拿～

4＞Ｊ

11／1 火 南木幡集会所 木幡公民館

2 水へ へ 南部福角集会所

4 金 西岡屋会館 Ｔ前10時～止乍 大和田公会堂

6 ⑨ スーノぐ－コーヨー キ前ｉｏ時～止午ｒ憧ｉ＞．！～4時厚生会神明店 乍・前ｉｏ吟～正乍乍筏1ＩＳ－4ｕｓ

7 月 喜撰会館
午前ｉｏ時一正乍

明星集会所
午ｔ麦Ｉ時■ｆ－～4時

8 火 城南荘集会所 開公民分館

9 水 へ へ 三室戸集会所

10 木 半白集会所 午前ｌＯ時～正乍へ へ
11 金 南陵集会所 午＊Ｉ10≫．＞－正午名木西集会所 Ｔ－ｉ麦1吟ｒ－～4＞Ｊ

13 ⑨ 大久保100番街 午前ｌｏ時一正午午ａ1時－41？
ニチイ大久伏・ショー・／ピングセン9－午ＨｉｌｌＯ時～正午ｒ－ｉ麦1時～4時

14 月 伊勢田公民分館

午前ｉｏ時一正午

へ へ
15 火 砂田集会所 広野丸山集会所 乍債ｌ時ｔ・～4時

16 水 広野公民分館 広野公民分館

乍ｆ≪ｌ時～3時17 木 旦椋公会堂 旦椋公会堂

18 金 西大久保集会所 西大久保集会所

20 ⑨ 西友宇治店 午前ＩＯ時～正午午ｆｔＩｌ＞～4叶平和堂小倉店 Ｔ＊ｌｉｏ時－ｉｈ午午撞ｉ吟－4吟

21 月 小倉公’民館

午前ｉｏ時一正午

堀池集会所
Ｔ－ｉ＊ｌ時ｔ―4時

22 火 西小倉集会所 西小倉集会所 午ｉ麦1時～3時

24 木 束目川公民分館 紫ヶ丘公民分館
’ｒ－ｆ≪1時ｔ～4時

共済見舞金（表②）
・
第
四
級
の
被
害
と
他
の
等
級
の
被
害
と
が
競
合
す
る
場
人
‥
は
、

重
い
被
害
の
等
級
と
し
ま
す
。

・
被
害
の
程
度
の
認
定
は
。
消
防
署
の
行
う
調
査
基
準
を
参
考

と
し
ま
す
。

被害の程度
共済見舞金額

1□ 2□

第ｌ級対象建物の70％以上が焼失した場合500，000円1，000，000円

第2級
対象建物の30％以上70％未満が焼失

した場合
250，000円500，000円

第3級
対象建物の10％以上30％未満が焼失

した場合
100，000円200，000円

第4級
消化活動に伴い対象建物の30％以上

が冠水又は損壊した場合
50，000円100，000円

第5級 対象建物の10％未満が焼失した場合25，000円 5ｏ，ｏｏｏ円

第6級 ふろの空だき 10，000円 20，000円

火災共済質問箱

12月1日から 火災共済制度がス

タート

火
災
共
済
の

あ
ら
ま
し

問答問答問答

答

問

問
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

衣
類
に
は
絵
表
示
の
ラ
ベ
ル

が
付
い
て
い
ま
す
が
、
よ
く
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し

よ
シ
か
。
そ
の
絵
表
示
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

◇

Ａ
の
絵
表
示

の
正
し
い
意
味

は
次
の
戸
元
で

足

し
ょ
う
①
液

温
は
セ
氏
三
〇

度
前
後
で
通
常
の
手
洗
い
が
良

い
。
険
雇
機
は
使
用
で
き
な
い

②
液
温
は
セ
氏
三
〇
度
を
限
度

と
し
、
通
常
の
チ
洗
い
が
で
き

る
。
洗
濯
機
は
使
用
で
き
な
い

③
液
温
は
セ
氏
三
〇
度
を
限
度

Ｉ
―
’
ｗ
＾
ｔ
ｒ
ｒ
ａ
ｉ
＾
－
Ｒ
ｉ
ｉ
Ａ
＾

濯
機
は
使
用
で
き
な
い
。

（
正
解
③
）

い
。
（
正
解
②
）

洗
た
く
の
絵
表
示

衣
料
品
質
に
関
す
る
こ
れ
ら

の
表
示
は
、
家
庭
用
品
品
質
表

示
法
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

表
示
に
は
素
材
、
サ
イ
ズ
、
取

昨
扱
い
方
法
、
原
産
国
な
と
が

Ｂ
の
正
し
い

意
味
は
次
の
ど

れ
で
し
ょ
う
。

①
キ
で
絞
っ
で

は
い
け
な
い
。

遠
心
脱
水
は
で
き
る
②
手
絞
り

と
遠
心
脱
水
の
い
ず
れ
も
で
ど

な
い
③
手
で
絞
っ
て
は
い
け
な

い
が
、
弱
い
淳
心
脱
水
な
ら
艮

カ
メ
ラ
ル
ポ

の
限
度
を
ふ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
図
柄
は
弱
い
卓
洗
い
も
同

時
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

（
塩
素
漂
白
の
可
否
〉
塩
素

］
：
…
。
：
…
：
一
系
漂
白
剤
に
よ

ム
討
作
。

…
…
…
…
…
一
印
を
つ
け
た
も

洗
濯
な
ど

絵
表
示
を
確
か
め
て

あ
り
ま
す
。

　
洗
濯
す
る
場
合
の
取
り
扱
い

方
法
に
つ
い
て
、
表
示
の
正
し

い
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
〈
洗
い
方
）
洗
濯
機
が
使
用

■－■■■■－－・■－－一個個

口

ｊ．－．＿．＿．－．＿．．：

白川の里

で
き
、
「
弱
」

が
弱
水
流
ｍ

定
。
「
3
0
」
は

洗
濯
液
の
温
度

秋たけなわ

の
は
塩
素
系
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
酸
素
系
で
使
用
で
き
る
場

合
は
簡
単
な
文
で
表
示
も
。

（
ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方
）

］
：
：
…
。
：
…
…
「
中
」
は
中
程

温
度
（
セ
魯
百

八
♀
二

一
…
…
…
…
…
一
一
〇
度
）
を
ふ

し
、
下
の
波
形
は
あ
て
布
ｍ

宇治の町でも静かな山間地、白川の里

では、栗の実がなり、色とりどりのコス

モスの花が風にゆられ。金木犀の甘い香

りも風にのってきます。白川の里の広々

とした自然の中で、忘れかけていた秋の

風情がしのばれます。

う
よ
ラ
1
ふ
し
た
も
の
で
す
・

あ
て
布
を
個
わ
な
い
と
、
生
地

表
面
が
光
っ
た
り
、
そ
の
他
の

異
常
か
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
で
す
。

（
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

■■■・■一個－－・・■■

・⑨

●－－－－－－－－－－－－

ド
ラ
イ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き

る
と
い
う
意
味

で
す
。
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
溶
剤
は
、
主
に

パ
ー
ク
ロ
ル
エ
チ
レ
ン
と
石
油

系
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
図
柄

は
両
方
と
も
使
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
石
油
系
の
み
可

能
な
握
ほ
、
波
形
の
下
に
（
セ

キ
ユ
芦
の
文
字
か
入
り
車
ｙ
。

〈
絞
り
方
）
キ
絞
り
は
弱
。

う
こ
と
で
す
。

澪
心
脱
水
の
場

合
、
短
時
間
（
1
0

～
2
0
秒
）
に
す

る
と
良
い
と
い

♀
し
方
〉
「
平
」
は
平
千

し
で
す
か
ら
、

つ
る
し
干
し
は

で
璧
笹
ん
。

右
下
の
斜
線
は

日
陰
千
も
の
意
味
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
日
陰
で

平
ら
に
し
て
干
す
の
が
良
い
と

い
う
こ
と
で
す
ギ
し
方
に
は
、

こ
の
他
三
種
類
の
図
柄
が
あ
り
、

斜
線
だ
け
は
日
陰
の
つ
り
干
し

を
、
「
平
」
は
平
干
し
倣
ど

ち
ら
も
な
い
も
の
は
つ
る
し
干

し
か
チ
す
め
る
表
示
で
す
。

こ
れ
ら
の
表
示
は
、
消
費
者

が
衣
料
品
か
選
択
し
た
り
、
取

り
扱
っ
た
り
す
る
と
き
に
知
っ

て
お
く
も
の
で
す
。
家
庭
で
洗

濯
す
る
と
き
も
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
す
と
参
も
注
意
し
で
こ

だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

〝
イ
ン
チ
キ
内
職
〟

う
ま
す
ぎ
る
話
に
ご
用
心

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
「
不

況
下
の
妾
防
衛
匹
卜
新
し
い
現

金
収
入
の
道
」
「
副
業
に
ピ
ッ
タ

リ
」
…
…
…
こ
の
よ
ラ
な
内
職
者

か
募
る
広
告
宣
伝
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

な
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目

で
高
い
費
用
を
支
払
幻
さ
れ
る
一

方
、
仕
事
の
内
容
や
収
入
に
つ
い

て
約
束
と
違
う
と
い
う
被
害
に
あ

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
。
イ
ン
チ
キ
内
9

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
内
職
講
習
心
一
と
称
し
て
多
額
の

講
習
料
な
ど
を
取
り
、
出
采
た

製
品
に
つ
い
て
は
種
々
の
条
件

を
つ
け
て
買
い
た
た
い
た
り
、

買
い
上
げ
を
拒
ん
だ
り
す
る
も

の
。

②
相
当
の
工
賃
収
入
が
得
ら
れ
る

と
宣
伝
し
、
高
額
な
機
械
を
市

価
の
倍
額
ぐ
ら
い
の
価
格
で
売

り
つ
け
、
工
賃
の
と
り
章
め
が

あ
い
ま
い
で
あ
る
も
の
。

こ
の
よ
ラ
弓
イ
ン
チ
キ
内
9

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
内
職

希
望
者
自
身
の
注
意
が
何
よ
り
も

肝
心
で
す
。

工
賃
・
委
託
条
件

必
ず
確
認
を

だ
れ
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕

事
で
、
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い

う
よ
ラ
な
「
う
ま
い
声
は
、
普
通

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
職
か
始
め
る

時
に
、
工
賃
そ
の
他
の
委
託
条
件

を
必
ず
或
ち
ん
と
確
認
す
る
慎
重

き
が
必
要
で
す
。

い
わ
ゆ
る
フ
ン
チ
キ
内
Ｐ

牽
含
め
、
家
内
労
働
法
に
つ
い
て

の
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
。

京
都
労
働
基
準
局
（
豊
0
7
5
‐
川
一
－

3
2
1
1
）
、
京
都
南
労
働
基
準

監
督
署
（
豊
0
7
5
1
6
0
1
1
8
3
2
1
）

ま
で
。
（
交
通
労
政
課
）

争
治
川
の
か
尉
ヽ
や
治
叔
ｍ
川

に
は
ヽ
限
ぼ
球
枇
が
あ
り
ま
す
・

こ
の
球
根
に
は
、
む
く
か
ら
り
っ

ぱ
な
た
を
球
や
利
か
尉
い
な
ら
わ

し
が
僻
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
示
十
八
眺
は
ヽ
印
ぼ
球
枇
の

お
ま
つ
り
の
Ｆ
で
す
ｌ
ｍ
川
で
は

紺
肘
二
嶮
の
。
毅
が
お
ま
つ
り
の

聡
伽
を
す
る
「
部
か
」
に
な
り
ま

大
部
か
は
・
そ
の
肘
の
部
裂
と

い
う
わ
け
で
す
。

。
部
か
の
心
た
ち
は
ヽ
お
ま
つ
り

の
献
眺
に
「
荊
脚
の
鰍
鉛
」
と
か

ば
れ
る
お
似
え
枇
を
倣
り
ま
す
・

シ
ダ
の
到
を
郎
っ
て
ヽ
卯
み
の
よ

う
に
な
敲
を
錨
ら
せ
た
も
の
を
た

百味の御食

く
さ
ん
肘
り
、
あ
た
ま
の
ほ
う
に

カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
果
実
、
イ
モ

の
う
さ
く
し
っ
さ
や
マ
メ
な
ど
の
農
作
物
を
差
し
ま

ち
ゃ
き
こ
え
だ
す
。
そ
れ
を
茶
の
木
の
小
枝
や
イ

ネ
の
穂
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
、
カ

ボ
チ
ャ
の
裁
醗
い
っ
ぱ
い
に
彭
き

立
て
る
の
で
す
。

か
じ
っ
の
う
さ
く
も
っ
そ
れ
ら
の
果
実
や
農
作
物
は
、

百
種
類
以
上
に
な
り
ま
す
。
「
百

み
お
ん
じ
き
ょ
味
の
御
食
」
と
呼
ぶ
わ
け
が
わ
か

り
ま
す
ね
。

し
ゅ
う
か
く
ぷ
っ
あ
た
い
ろ
い
ろ
の
収
穫
物
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
旅
さ
ま
に
。
ゆ
た
か

な
実
り
を
感
謝
す
る
と
い
う
白
川

ひ
と
き
む
ら
の
人
た
ち
の
気
持
が
、
こ
の
よ
う

そ
な
も
の
っ
く
な
お
供
え
物
を
作
る
な
ら
わ
し
を

⑩

卦
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

十
八
眺
の
胎
献
○
ホ
ご
ろ
に
は

部
か
ぺ
眼
に
ぺ
体
す
っ
こ
銅
三

体
の
京
師
の
鰍
治
が
出
船
あ
が
っ

て
い
ま
す
・
ま
た
が
き
な
ｍ
ぶ
駱

の
恥
賑
を
母
っ
て
、
幻
禁
秘
に
し

た
も
の
を
肘
奏
に
む
ん
で
ヽ
肘
ｍ

の
が
信
を
抑
け
た
「
が
触
ぶ
爵
」

も
豚
1
さ
れ
て
い
ま
大

部
か
の
卦
た
た
ち
は
ヽ
荊
師
の

政
治
、
ぷ
禁
ｍ
駱
な
ど
の
お
沢
え

を
ヽ
印
眠
東
枇
に
ｒ
び
ま
す
°
3

す
そ
の
齢
に
殴
ま
れ
た
東
枇
の
あ

た
り
は
、
か
っ
く
ら
や
み
で
す
が
、

印
加
は
と
も
さ
な
い
な
ら
わ
し
で

夜
明
け
ま
で
に
、
白
川
の
人
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
お
ま
い
り
に
来
ま

す
。
で
も
、
神
前
に
供
え
て
あ
る

ひ
ｙ
く
み
お
ん
じ
き
百
味
の
御
食
な
ど
は
、
ど
ん
な
に

美
し
く
肛
ら
れ
て
い
て
も
。
暗
く

て
見
え
ま
せ
ん
。

と
ぅ
や
し
9
じ
ん
よ
あ
け
ま
え
当
家
の
主
人
は
、
夜
明
け
前
に

そ
な
も
か
え
お
供
え
も
持
っ
て
帰
り
ま
す
。
だ

か
ら
白
川
の
人
た
ち
は
、
せ
っ
か

く
の
お
供
え
を
ぜ
ん
ぜ
ん
見
な
い

と
い
う
わ
け
で
す
。
で
も
。
百
味

の
御
食
を
供
え
る
な
ら
わ
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
守
り
つ
が

れ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
歴
史
資
料
室
）

244

行
政
相
談
所
を
開
設

1
0
月
2
0
日
に
市
民
相
談
室
で

行
政
相
談
週
間
が
十
月
士
〈
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
十
月
二
十

日
俐
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
行

政
相
談
所
が
開
か
れ
ま
す
。
国
や

府
・
市
忿
卜
沁
、
国
鉄
、
公
社
、

公
団
な
ど
の
仕
事
忿
古
情
や
ご
意

見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
が
、
秘
密
厳
守
で
親
切
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
す
、
毎

月
一
日
号
の
市
政
だ

1
1
霧
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ホ
チ
ぷ
Ｐ
ｉ
に
、
毎
月

一
回
（
第
三
木
曜
日
）
、
行
政
相

談
日
を
設
け
、
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
相
談
委
員
の
自

宅
や
、
京
都
行
政
監
察
局
（
京
都

市
中
京
区
御
池
通
り
西
洞
院
西
入
、

（
豊
0
7
5
1
2
1
1
－
2
5
6
1
）
で
も

相
談
で
雁
垂
ｙ
。

行
政
相
談
委
員
の
連
絡
先
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

松
本
登
・
：
豊
⑩
8
3
8
5

増
井
繁
一
・
：
豊
⑩
0
1
2
4

瀬
田
佐
江
子
・
：
豊
⑩
4
7
9
3

（
広
報
課
）

国
・
府
・
市
な
ど
へ
の
ご
意
見
を

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

コスモス

栗

衣料
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10月19日から郷土史講座

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
の
歴

史
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
町
が
身

近
な
も
の
と
な
り
郷
土
と
し
て
の

認
識
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。

数
年
来
、
べ
5
＼
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
人
口
が
急
増
し
た
地
域
と
加
九

と
い
わ
れ
る
地
域
が
共
存
し
て
い

る
わ
が
宇
治
市
は
、
千
年
の
宇
治

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
歴
史
の
宝
ｍ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
宇
治
の
町
の
歴
史
を
、
当

時
の
人
々
の
暮
ら
1
や
行
事
、
地

域
と
交
通
網
、
そ
し
て
伝
統
的
産

業
で
あ
る
お
茶
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
今
回
は
、
宇
治
市
公
民
館

公民館のお知らせ
大谷直子さん（34）

と
木
幡
公
民
館
の
主
催
で
開
講
し

車
丿
。郷

土
史
講
座

四
季
の
く
ら
し

▽
日
程
・
テ
ー
マ
…
下
表
▽
と

き
・
：
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▽
講

師
・
：
宇
治
市
歴
史
資
料
室
、
若
原

英
戈
嘱
託
員
▽
対
隼
：
市
民
及
び

市
内
通
勤
者
▽
定
員
・
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▽
申
し
込
み
…
宇
治
市
公

民
館
（
電
話
か
来
館
で
）
。

郷
上
史
講
座

木
幡
の
歴
史
ほ
か

戸
外
へ
出
て
の
学
習
も
あ
り
ま

○宇治市公民館・7・宇治里尻71の

9（ｅ四2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（Ｓ＠82．90）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（Ｓ⑩4687）

宇治市民混声合唱団

結成発起人（主婦）

「
歌
う
こ
と
は
健
康
に
い
い
で
す
よ
。

大
き
な
ロ
を
あ
け
て
、
お
な
か
か
ら
声

か
由
す
っ
て
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す

も
の
ね
」
と
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
目
で
話

す
大
谷
直
子
さ
ん
。

今
月
十
五
日
に
府
南
部
で
初
め
て
結

成
さ
れ
る
宇
治
市
民
混
声
合
唱
団
の
結

す
。▽

日
程
・
テ
ー
マ
…
下
表
▽
と

こ
ろ
…
木
幡
公
民
館
ほ
か
▽
講
師

・
：
宇
治
市
歴
史
資
料
室
、
若
原
英

戈
嘱
託
員
▽
対
象
・
：
市
民
▽
定
員

…
4
0
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
・
：

茶
席
及
び
拝
観
料
な
夕
七
百
円
▽

申
し
込
み
・
：
参
加
費
を
添
え
て
木

幡
公
民
館
へ
。

成
人
大
学
講
座

民
衆
か
ら
み
た

中
世
の
歴
史

歴
史
を
学
ぶ
に
は
、
史
実
に
基

づ
い
た
科
学
的
な
考
察
と
、
歴
史

的
背
景
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
歴
史
全
体
を
見

つ
め
る
に
は
一
般
民
衆
を
基
盤
と

し
た
視
点
で
の
考
察
が
必
要
で
す
。

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
「
成
人
大

学
講
座
1
民
衆
か
ら
み
た
歴
史
ｊ

を
開
講
し
ま
す
。
ど
Ｚ
聴
講
に

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お

り
▼
と
き
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後
7
時

～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民

館
2
階
第
1
会
議
室
▼
講
師
・
：
市

〝身近な市民の合唱団に〟

宇治市公民館郷土史講座日程

日程 学習テーマ

1 10／26俐開講式・オリＪ：ンフーーション県まつり

2 11／2Ｈｅ）大幣神事

3 11／9（＊）ぉ茶

4 ｎ／ｉ村茶壷道中

5 ｎ／24困宇治の人々…一年のくらし

成
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
。

三
人
の
子
μ
も
の
よ
き
母

親
で
あ
る
大
谷
さ
ん
が
初
め

で
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
し
た
の

は
宇
治
小
学
校
育
友
会
の
サ

ー
ク
ル
で
。
「
学
生
時
代
は
コ

ー
フ
ス
に
は
全
く
縁
が
無
か

っ
た
の
で
す
が
、
子
μ
石
の

手
か
離
れ
て
何
か
ひ
と
つ
自

分
か
泥
足
す
る
も
の
を
と
思

い
ま
し
で
」
と
コ
ー
ラ
ス
と

の
出
合
い
を
話
す
。
活
動
を

続
け
る
間
に
意
外
と
身
近
に

木幡公民館郷土史講座日程

日程 時間 学習テーマ

1 10／19（利午後1時半～3時半木幡の歴史

2 10／27困午後1時半―3時半お茶と宇治

3 11／2（水） 午後1時―4時 臨地学習

4 11／ｌｏ村午後1時半～3時半宇治川と巨椋池

5 11／17困午後1時半～3時半宇治の交通

成人大学講座日程

日程 学習テーマ

1 10／25火 開枚式とオリエンテーション平安京心人々

2 11／ｉ勾 地方政治の乱れ

3 11／8肉 地方の反乱と武士

4 11／15（火）院政が摂関政治にかわる

5 11／22陶 武士の農村生活

6 ｉｉ／29（－；ａ鎌倉仏教

7 12／6火 室町幕府と倭寇

8 12／13（火）庶民文芸

9 ｉ2／2㈹ 幕府の衰退と庶民の台頭

10 1／ｍ幻 都市の発達と町衆

11 1／ｍ匍 秀吉の検地と刀狩り

12 1ｍ匍 学習のまとめ・今後のあり方

市
民
文
化
祭
作
品
を
募
集

秋
の
市
民
文
化
祭
が
十
月

二
十
四
日
か
ら
開
か
れ
、
展

示
の
部
は
十
一
月
五
日
と
六

日
、
市
民
会
館
と
観
光
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
笑

あ
な
た
の
力
作
を
ぜ
ひ
出
品

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品
…
生
花
、
盆

栽
、
水
石
、
書
道
（
仮
軸
お

さ
め
）
、
短
歌
、
俳
句
、
俳

宇
治
の
伝
統
行
事
卜
茶
ま

つ
口
が
、
十
月
二
十
三
日
、
興

聖
寺
と
宇
治
川
塔
の
島
を
中
心

に
く
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

▽
名
水
く
み
上

げ
の
儀
・
・
・
午

前
9
時
か
ら

宇
治
橋
三
の
―

間
で
。

▽
茶
つ
ぽ
ロ
切

り
の
儀
・
献

茶
な
ど
・
：
名

水
く
み
上
げ

の
後
、
午
前

1
0
時
か
ら
興

聖
寺
で
。

▽
茶
せ
ん
塚
供

宇治茶まつり

養
・
：
使
い
古
さ
れ
た
り
、
こ

わ
れ
た
茶
せ
ん
の
供
養
が
興

宇
治
の
民
具
・
野
花
展

お
茶
に
か
か
お
る
民
具
な
ど

に
野
花
を
生
け
て
み
ま
し
た
。

画
（
色
紙
か
短
冊
）
、
写
真

（
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
四
ツ

切
以
上
全
紙
ま
で
）
、
絵
画
、

版
画
、
手
工
芸
品
な
ど
▼
出

品
資
格
・
・
・
市
民
か
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
▼
申

し
込
み
…
1
0
月
2
9
日
出
ま
で

に
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
社

会
教
育
課
内
豊
2
2
1
3
1
4

1
）
へ
。

力作ぞろいの展示作品

（昨年の文化祭、市民会館で）

聖
寺
山
門
前
で
。
匹
一

大
苧
・
本
席
誦
等
薦
、
一

殿
諸
襲
剔

帯

四
甘
興
聖
・

ｔ
ぬ
Ｏ

噫
席
、
豪
の
Ｉ

｀
岫
訂

ヽ

興
茶
せ
ん
や
炭

Ｅ
Ｅ
Ｕ

月
な
ど
の
即
売
、
・

Ｗ
Ｕ
煙

　
　
　
前
売
券
、
お
間

作
阿
川
譜
第

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
3
日
閑
～
1
7

日
囲
（
野
花
展
示
は
1
5
・
1
6
日

の
み
）
▼
と
こ
ろ
・
：
観
光
セ
ン

タ
ー
2
階
。
（
商
工
政
光
課
）

245

文
化
財
保
護
委
員
、
山
田
良
三
さ
ん
ｙ
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。
、
。
。
歴
史
探
訪

―
秋
の
歴
史
の
道
西
の
京
を
訪
ね
て
―

秋
の
一
日
、
奈
良
の
史
跡
や
文
化
財
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
市
公
民
館
で
は
、
第
五
回
の
歴
史
探
訪
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
一
…
…
一
月
3
0
日
回
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
行
程
…
秋
篠

寺
1
西
大
寺
－
垂
仁
天
皇
陵
よ

招
提
寺
―
薬
師
寺
▼
講
師
・
：
市

文
化
財
保
護
委
員
、
山
田
良
三

さ
ん
▼
集
合
・
：
午
前
1
0
時
、
近
鉄

平
城
駅
前
▼
服
装
・
：
軽
装
、
は
き

な
れ
た
靴
▼
持
ち
物
…
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
、
筆
記
用
具
な
ど
▼
費

用
・
・
・
交
通
費
、
拝
観
料
▼
申
し
込

み
・
・
・
電
話
か
来
館
で
。

な
お
、
幼
児
、
児
童
に
は
必
ず

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

！
一
月
に
開
か
れ
た
市
民
音
楽
会
か
ら

音
楽
好
き
が
多
い
と
知
っ
た
大
谷
さ
ん
。

こ
の
街
の
音
楽
愛
好
家
た
ち
で
何
か
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

先
月
二
十
六
日
に
団
員
募
集
が
発
表

さ
れ
、
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
の
電

話
が
合
い
次
ぐ
。
「
電
話
で
見
ず
知
ら

ず
の
か
た
と
コ
ー
ラ
ス
談
議
れ
ず
る
の

で
す
よ
」
と
大
谷
さ
ん
は
ほ
ほ
え
む
。

「
コ
ー
ラ
ス
の
経
験
が
あ
る
人
も
無

い
人
も
一
同
に
会
し
て
こ
れ
か
ら
育
て

て
ゆ
く
合
唱
団
で
す
。
団
員
が
お
互
い

に
カ
バ
ー
を
見
回
、
合
唱
団
牽
目
分

た
ち
で
作
り
上
げ
て
ゆ
く
、
そ
こ
か
ら

個
性
が
。
と
に
か
く
親
し
み
や
す
い
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
市
民
の
合
唱
団
に
」

と
、
張
り
の
あ
る
声
で
話
ｆ
。

来
年
十
月
オ
ー
プ
ン
の
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
初
舞
台
か
蕗
む
こ
と
、
将
来

は
「
第
九
」
を
歌
え
る
ぷ
つ
に
と
大
き

ぐ
夢
は
広
が
る
。

（
お
お
た
に
な
お
こ
さ
ん
・
主
婦
・
五

ヶ
庄
広
岡
谷
在
住
）

第
9
回
子
ど
も
映
画
会

楽
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
…
1
0
月
1
5
日
出
、
午
後

2
時
～
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
上
映
作
品
…
「
カ
マ
キ

リ
の
お
じ
ぞ
う
さ
ま
」
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
（
□
分
）
、
「
リ
ス
の
パ
ナ
ｙ

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
μ
分
）
。
「
ダ
ン

プ
母
さ
ん
と
ｉ
人
の
子
μ
石
」
児

童
劇
画
（
4
1
分
）
。

な
お
、
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護

者
が
同
伴
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
小
倉
公
民
館
）

名
作
映
画
鑑
賞
会

芸
術
に
親
し
む
萩
、
名
作
と
い

わ
れ
る
映
画
を
と
お
し
て
い
ろ
い

ろ
な
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
句

入
場
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
0
月
2
2
日

出
、
午
後
2
時
～
5
時
＝
小
倉
公

民
館
。
午
後
6
時
半
～
9
時
半

―
宇
治
市
公
民
館
。
1
0
月
2
3
日
日
、

午
後
2
時
～
5
時
＝
木
幡
公
民
館
。

▼
上
映
作
品
・
：
左
表

（
各
公
民
館
）

菊
花
展

出
品
作
品
募
集

〈
小
倉
公
民
館
（
第
2
回
）
〉

小
菊
盆
栽
を
中
心
と
し
た
菊
花

展
か
干
一
月
十
二
日
出
、
十
三
日

㈲
に
開
く
予
定
で
す
。

日
ご
ろ
丹
精
を
こ
め
了
于
入
れ

を
さ
れ
た
あ
な
た
の
作
品
を
ぜ
ひ

ご
出
品
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
倉
公
民

館
へ
。

〈
木
幡
公
民
館
〉

春
か
ら
夏
に
か
け
て
行
い
ま
し

た
菊
づ
く
り
講
習
会
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
て
い
た
だ
こ
う
と
菊

花
展
を
開
章
ま
す
。
多
数
の
力
作

の
出
品
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
期
間
・
：
1
0
月
2
7
日
俐
Ｉ
Ｈ
月

1
5
日
脚
！

展
示
作
品
：
大
菊
▼
出
品
申
し
込

み
・
：
1
0
月
2
0
日
出
ま
で
に
木
幡
公

民
館
へ
。

名作映画鑑賞会

上映作品

Ｉ．羅生門（1950年作品）ｉ時間3ｏ分原作芥川龍之介監督黒沢明主演三船敏郎。森雅之京マチコほかＩＩ．チャップリンの黄金狂時代字幕スーパーｉ時間12分監督チャールズ・チャップリン。主演チャールズ・チャップリン喧ジョージア・ヘイルほか／

宇
治
に
生
き

る
宇治 歴史と伝統の

まち

10月23日興聖寺・塔の島－帯
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10月18日・19日受け付け

昭
和
五
十
九
年
度
の
宇
治
市
立

幼
稚
園
児
（
一
年
保
育
）
夕
募
集

し
ま
す
。

入
園
で
き
る
幼
児
・
・
・
昭
和
五
十

三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
で
、
申
し
込
み
時
現
在
、
保
護

者
と
と
も
に
宇
治
市
内
に
居
住
し

て
い
る
幼
児
で
す
。

受
付
日
時
・
・
・
各
幼
稚
園
と
も
十

月
十
八
日
㈹
と
十
九
日
團
の
両
日

で
、
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

で
す
。
な
お
、
両
日
男
女
と
も
受

け
付
け
ま
す
。

手
続
き
・
・
入
園
夕
希
望
ず
る
幼

稚
園
で
、
受
け
付
け
当
日
願
書
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
そ
の
場
で

記
入
し
、
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
幼

児
夕
必
ず
同
伴
の
う
え
、
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

入
園
の
許
可
：
入
園
許
可
書
は
、

生
月
末
日
ま
で
に
保
護
者
に
郵

送
し
ま
す
。

受
付
期
間
中
に
、
応
募
者
が
募

采
人
数
に
満
た
な
い
園
に
つ
い
て

▲満面の笑顔で遊ぶ園児たち（菟道幼稚園で）

は
、
引
き
続
真
″
集
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
入
園
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
市
立
幼
稚

市立幼稚園・募集園名と募集人数

園
、
ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
宇
治
市
教
育
委
員
会
）

則 紅集人数所在地 電話

菟道
人

120 宇治妙楽128－1 21－2703

槇島 80 槇島町石橋13 21－2708

伊勢田 120 小倉町西山44 22－1503

大久保 80 大久保町山ノ内3 41－7224

神明 120 宇治野神57 22－0495

東宇治 160 五ヶ庄梅林官有地 31－8259

木幡 80 木幡桧尾47－1 32－9439

平盛 160 大久保町平盛30－444－7447

太
陽
が
丘
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

▼
と
き
・
・
1
1
月
6
日
面
、
1
3
日

旧
、
午
前
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
太

陽
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
種
目
・
・
・

親
子
、
夫
婦
、
男
子
、
女
子
各
ダ

ブ
ル
ス
（
男
子
と
女
子
は
2
0
1
3
0

歳
代
と
4
0
～
5
0
歳
代
）
▼
定
員
…

チ
ー
ム
総
数
1
0
0
組
ま
で
▼
参
加
資

格
・
：
府
民
（
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
は
社
会
人
の
み
）
▼
参
加
料
…

二
千
円
▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
・
：
は
が
き
に
住
所
、
・
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
種
目
を

明
記
し
、
1
0
月
3
0
日
ま
で
に
広
野

暴
走
族
を
追
放
し
よ

う

京
都
府
下
の
暴
走
族
は
、
今
年

六
月
末
現
在
、
十
九
グ
ル
ー
プ
、

八
百
八
十
四
人
（
非
行
グ
ル
ー
プ

を
含
む
）
で
す
。
そ
の
年
齢
別
構

成
は
、
少
年
が
全
体
の
約
八
六
％

（
七
百
五
十
九
人
）
｀
占
め
、
こ
の

割
合
は
、
年
ご
と
に
増
え
て
い
ま

す
。最

近
の
暴
走
族
は
、
グ
ル
ー
プ

の
小
規
模
化
に
よ
る
合
同
暴
走
の

増
加
（
二
～
三
台
の
小
規
模
暴
走
）
、

町
八
軒
屋
谷
一
・
山
城
総
合
運
動

公
園
管
理
事
務
所
業
務
課
（
豊
⑩

1
3
1
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

第
2
7
回
市
長
杯
争
奪

市
民
茶
香
服
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
6
日
面
、
午
後

6
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
民
会

館
3
階
▼
試
合
方
法
・
・
・
団
体
戦
▼

チ
ー
ム
編
成
上
チ
ー
ム
ー
人
▼

参
加
料
上
チ
ー
ム
千
円
▼
申
し

込
み
・
：
1
0
月
1
4
日
圀
ま
で
に
、
宇

女
性
暴
走
族
と
軟
派
的
暴
走
族
の

増
加
、
オ
ー
ト
バ
イ
か
主
と
す
る

ゲ
リ
ラ
的
暴
走
の
増
加
、
生
活
道

路
へ
の
流
入
化
、
平
日
暴
走
の
常

態
化
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
化
な
ど
、

凶
暴
化
、
広
域
化
し
、
市
民
生
活

に
大
き
な
不
安
と
迷
惑
を
与
え
て

い
ま
す
。

暴
走
族
車
輛
の
特
徴
は
、
車
高

を
底
く
し
、
消
音
器
（
マ
フ
ラ
ー
）

忿
吹
造
し
て
排
気
音
全
全
7
し

治
宇
文
字
、
辻
正
一
さ
ん
（
ａ
⑩

3
4
1
0
）
へ
。

（
宇
治
市
茶
業
青
年
会
・
農
林

茶
業
課
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ

教
室

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

▼
と
き
・
：
1
0
月
1
8
日
㈹
～
い
‥
‥
月

1
2
日
出
の
毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日

の
8
日
間
、
毎
回
午
後
7
時
半
Ｉ

9
時
半
▼
と
こ
ろ
：
南
部
小
学
校

て
い
ま
す
。
暴
走
族
か
見
た
時
は
、

標
式
番
号
、
車
体
の
特
徴
、
運
転

者
の
人
相
な
ど
か
確
認
し
て
、
す

ぐ
に
一
一
〇
番
通
報
し
て
ぐ
だ
さ

い
。宇

治
、
城
陽
、
久
御
山
地
域
暴

走
族
対
策
協
議
会
で
は
、
「
暴
走
は
、

さ
せ
る
な
、
許
す
な
街
ぐ
る
み
」

「
暴
走
は
、
他
人
の
池
恐
、
4
の
破

滅
」
兌
昌
葉
に
、
暴
走
族
追
放

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暴
走
族
対
策
協
議
会
事
務
局
は
、

宇
治
警
察
署
内
（
豊
⑩
1
1
1
1
）

で
す
。

（
宇
治
警
察
署
・
交
通
労
政
課
）

体
育
館
▼
対
象
…
中
学
生
以
上
の

初
心
者
▼
定
員
…
3
0
人
▼
参
加
料

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民
体
育

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

咽
宇
治
市
家
庭
婦
人

剃
バ
レ
ふ
Ｉ
ル
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
3
旦
皿
、
2
0
日

㈲
、
両
日
と
も
午
前
9
時
▼
と
こ

ろ
・
：
関
西
ヤ
マ
ザ
キ
体
育
館
、
伏

見
港
公
園
総
合
体
育
館
他
▼
参
加

全国一斉に
防犯運動

10月11日～20日

今
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
、
全
国
一
斉
に
防
犯
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

宇
治
署
管
内
の
昨
年
度
中
の

泥
棒
ワ
ー
ス
ト
ス
リ
ー
は
、
①

オ
ー
ト
バ
イ
盗
②
あ
き
ｙ
ね
ら

い
③
自
転
車
盗
で
す
。
ま
た
、

少
年
の
非
行
事
件
も
年
々
、
増

資
格
…
満
2
5
歳
（
1
1
月
1
3
日
現
在
）

以
上
の
市
内
在
住
既
婚
婦
人
。
た

だ
し
、
全
国
大
会
（
高
校
の
大
会

は
除
く
）
に
出
場
経
験
の
あ
る
人

は
満
3
5
歳
以
上
▼
チ
ー
ム
編
成
・
・
・

監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
人
（
家

庭
婦
人
が
耀
ま
し
い
）
、
選
手
1
3

人
以
内
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
：
1
0
月
2
5
日
脚
ま
で
に
市
民

体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

市
民
図
書
室お

は
な
し
会

子
芦
も
た
ら
が
、
お
話
の
お
も

加
を
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
犯

罪
や
非
行
を
防
止
す
る
た
め
、

「
カ
ギ
か
け
は
家
族
み
ん
な
の

合
言
葉
」
「
確
か
め
よ
う
、
キ
ー

抜
き
、
カ
ギ
か
け
、
も
う
一
度
」

「
伸
び
る
芽
に
、
よ
い
友
、
よ

い
家
、
よ
い
社
心
一
」
を
統
一
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
防
犯
運
動

か
強
力
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

日
頃
の
心
が
け
と
し
て
、
○

短
時
間
の
外
出
で
も
必
ず
カ
ギ

菅
か
け
る
○
外
出
時
の
、
お
隣

り
へ
の
声
か
け
励
行
○
ハ
ン
ド

ル
ロ
ッ
ク
の
励
行
お
よ
び
チ
ェ

ー
ン
錠
の
活
用
○
駐
車
時
の
、

キ
ー
抜
露
励
行
Ｏ
少
年
牽
の
ぐ

る
環
境
浄
化
運
動
、
な
ど
に
努

め
て
い
た
だ
き
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
町
つ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
宇
治
警
察
署
）

し
ろ
さ
や
本
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、

空
想
と
冒
険
の
世
界
に
遊
ぶ
集
い

で
す
。

▼
と
き
…
1
0
月
1
2
日
困
、
午
後

3
時
半
か
ら
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
民
会
館
第
二
和
室
▼
内
容
…

お
は
な
し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
し

ば
い
▼
対
象
・
・
・
4
歳
か
ら
Ｉ
歳
の

こ
ど
ら
▼
定
員
：
面
人
▼
参
加
料

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
…
市
民
図
書
室
（
萱
⑩
4
0
4

9
）
へ
。

（
絵
本
の
会
・
市
民
図
書
室
）

未
就
業
看
護
婦
の

調
査

看
護
婦
（
士
）
、
准
看
護
婦
（
古
、

助
産
婦
、
保
健
婦
の
資
格
を
持
ち

な
が
ら
、
現
在
業
務
に
つ
い
て
お

ら
れ
な
い
人
で
、
前
回
ま
で
の
調

査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
な
い

人
は
、
電
話
ま
た
は
、
は
が
き
な

ど
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
事
項
…
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
免
許
種

別
▼
受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
3
1
日
ま
で

▼
連
絡
先
・
：
京
都
府
宇
治
保
健
所

（
宇
治
若
森
7
の
6
豊
⑩
2
1

9
1
）
。

（
宇
治
保
健
所
）

246

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス
は
、

最
も
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
家
庭
か
ら
病
院
や
工
場
に

至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
所
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
取
り

扱
い
を
誤
ま
る
と
、
中
毒
・
爆

発
・
火
災
と
、
人
命
に
か
か
わ

る
事
故
か
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

も
Ｌ
爆
発
し
た
ら
、
付
近
の
家

庭
ま
で
が
大
き
な
被
害
夕
受
け
、

非
惨
な
け
が
人
聚
幽
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
早
珍

重
い
た
め
、
漏
れ
る
と
低
い
所

に
た
ま
り
ま
す
。
一
方
、
都
市

ガ
ス
は
空
気
よ
紅
軽
い
た
め
、

屋
内
で
は
天
井
付
近
な
ど
の
高

③

い
所
に
た
ま
り
ま
す
。

ガ
ス
は
、
わ
ず
か
の
漏
れ
で

も
爆
発
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

検
（
石
け
ん
水
を
つ
け
、
そ

の
部
分
が
泡
だ
て
ば
、
ガ
ス

が
漏
れ
て
い
る
）
。

▼
吹
き
消
え
や
、
煮
こ
ぼ
れ
に

よ
る
立
ち
消
え
に
注
意
。

・
〈
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
〉

▼
元
コ
″
ク
盈
閉
め
、
窓
や
戸

を
開
け
る
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
場

合
、
ほ
う
き
で
掃
く
ぷ
つ
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と

都
市
ガ
ス

ガ
ス
爆
発
を
防
ぐ
心
得

〈
ガ
ス
器
具
の
取
扱
注
意
〉

▼
元
栓
。
器
具
コ
″
ク
の
開
閉

は
確
実
に
（
特
に
、
外
出
時
、

就
寝
時
の
点
検
確
認
を
）
。

▼
点
火
は
正
し
い
順
序
刄
四
い
、

必
ず
着
火
夕
確
認
す
る
。

▼
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
の
定
期
点

し
て
外
へ
出
す
）
。

▼
ガ
ス
が
部
屋
の
外
へ
出
て
し

ま
う
ま
で
は
火
気
厳
禁
（
早

く
出
そ
う
と
し
て
換
気
扇
な

と
を
使
．
ｎ
の
は
危
険
。
小
さ

な
火
花
か
ら
で
も
引
火
し
爆

発
す
る
）
。

▼
ガ
ス
の
臭
い
が
激
し
い
時
は
、

火
気
に
注
意
し
、
消
防
署
や
屋
外
へ
避
難
す
る
。

業
者
の
到
着
夕
将
ち
、
早
く
（
消
防
本
部
）

・
ヒ
ピ
割
れ
ゴ
ム
管
は
取
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

・
ゴ
ム
管
は
、
ガ
ス
栓
の
太
さ
に
合
っ
た
も
の

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

秋の

狂犬病予防接種

秋
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が
、
十

月
十
七
日
か
ら
下
表
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
春
と
秋
の

年
二
回
、
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
、
春
に

登
録
し
た
犬
は
千
八
百
円
、
春
に

未
登
録
の
犬
は
三
千
九
百
円
（
注

射
手
数
料
千
四
百
四
十
円
、
注
射

済
票
三
百
六
十
円
、
登
録
料
二
千

百
円
）
で
す
。

な
お
、
予
防
接
種
会
場
で
の
犬

の
ふ
ん
便
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

（
環
境
保
全
課
）

秋季狂犬病予防注射日程昭和58年度

実施月日 時間 会場

10川17日四
913

14

30～
15～20～ー

3（～50～

15－

1

4

5

3000

20

広野集会所（大久保小前）旦椋公会堂

小倉山ＩＳ渠会所

ｉｎ月18日

因

910

13

0

1

5

3030

0（

東木幡集会所北木幡集会所

御蔵山集会所

10）119［

困

910

13

30－
20～
15～

0

1

5

（）（

4（

0（

広野公民分館南陵集会所

小倉公民館

1叫20日困 91330～11
15～14

3055
城南荘集会所
開公民分館

1（川21日

囮

9

0

1

3

4

3（～

20～20－

15～
35～

0

1

1

4

5

閣00

4015

10

志Ｂ川公会堂跡（消防器具軍前）
槇島ａ協前
東目川公民分館
紫ヶ丘公民分館
砂田集会所

1（川24目四
910

13

30－
4ｎ～

15～

0

1

5

2（

3（

3（

緑ヶ原集会所

伊勢田北渠会所西小倉集会所

1（川25日
囚

913

14

3（～
15～
聞～

1

3

4

3045

50

木幡公民分館（木幡神社内）南木幡集会所

南部福角集会所

1（川26日
困

910

13

3（～

45～15～

0

1

4

3030

55

菟遣公民分館明星槃会所

東宇治中学校

10）127Ｕ

困

99

10
13

20～95（～ｉｎ

30～11
15～16

4（05

3（叩

西法集会所

白川公民分館大久保ａ協前

宇治保健所
Ｉ0）ｉ28日ｉｌ9：30～16：0（1炭山・笠取・ニノ尾・池ノ尾

お
知
ら
せ

市立幼稚園児

を募集

く
ら
し
と
防
災

1
0
月
1
7
日
か
ら
各
地
域
で
実
施
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